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令和５年度「小・中学校ジョイントスクール推進事業」下長中学校区実践計画書

事務局 下長中 学校（担当職・氏名：教頭 三橋 央尚）
１ 主題（２年次）

『生活・学習習慣を確立できる児童・生徒を育成するための小中連携の在り方はどう
あればよいか』
～学習充実・ノーゲームウィーク、学習活動、情報の活用の実践を通して～

２ 主題設定の理由
以下の理由により主題を設定した。
○家庭環境の多様化と不登校生の増加
○ゲーム・ＳＮＳ等のインターネットの利用時間の増加
○健康障害（基本的生活習慣の乱れ）の増加
○学習に集中できない子どもの増加

「中学校区継続指導重点項目」の強化週間を行うことで、これまで以上に家庭と学校
が連携協力し、一体となって中学校区継続指導重点項目の定着を図る。

３ 小・中学校ジョイントスクール推進事業を推進するための組織

ＪＭＳ三役会
会長・副会長 会長：下長中学校長 副会長：３小学校長

事務局（教頭） 事務局長：下長中教頭

各部長（教務主任）

総 会（全員）

部会Ⅰ 部会Ⅱ 部会Ⅲ 部会Ⅳ 部会Ⅴ
教務 生徒指導 研修 特別支援 養護教諭

教育

全員がいずれかの部会に所属し、小中の共通の課題や取組について話合いを行う。

４ 重点指導項目等

下長中学校区 取組の柱

① ゲーム・インターネットの利用に対する指導（「学習充実・ノーゲームウィーク」
の設定）
② 教師の指導力向上と児童生徒理解（積極的な情報交換）
③ 情報の活用（読書、新聞、一人一台端末の活用）
④ 特別な支援を要する児童生徒への対応（積極的な情報共有）
⑤ 保健関係（養護教諭による情報共有）


